
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習③：大腿前面

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、下腿前面の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習④：下腿前面

2026

専門分野 授業の方法 演習

授業時数(単位数)必修

1年次に学習した基礎医学の見直し
研修の中で不足していると感じた知識の復習

事前課題、研修レポート、事後レポートを合わせ総合的に評価

第
4
回

使用教材

配布資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容

1年次の基礎医学の復
習

第
5
回

第
2
回

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し

第
3
回

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

内　　　容

東洋医学演習（中国研修）の意義について述べられる
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、大腿前面の解剖学的特徴を述べられる

科  目  名

鍼灸美容学科

東洋医学演習

科　目　区　分

事前課題資料
研修用資料
基礎医学系のテキスト

中国での研修を通し、基礎医学の重要性の再認識と鍼灸臨床の実際を学習する

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

2年生 教室名

鍼灸発祥の地である中国にて、鍼灸医学を学ぶ貴重な機会です。実りある研修とするため事前準備からしっかりと実施し、有
意義な時間となるよう主体的に活動してください。

担 当 教 員 北田　覚
実務経験と

その関連資格

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

研修オリエンテーション、事前課題について

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、上肢前面の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習①：上肢前面

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、上肢後面の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習②：上肢後面



第
14
回

配布資料
1年次のテキスト

場所による鍼灸施術の
違いについて自身の考
えを整理してく

第
12
回

配布資料
1年次のテキスト

解剖学演習の復習

第
13
回

配布資料
1年次のテキスト

場所による鍼灸施術の
違いについて自身の考
えを整理してく

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸施術の具体的方法について知り、述べられる

第
10
回

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

第
11
回

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、内臓の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習⑨：内臓

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、頭部の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習⑩：頭部

第
8
回

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

第
9
回

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、下腿後面の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習⑦：下腿後面

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、体幹後面の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習⑧：体幹後面

配布資料
1年次のテキスト

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習解剖学演習⑥：大腿後面

事前課題の見直し、終
了した内容についての
復習、本時の該当範囲
の予習

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

スライド
学習内容について報告
できるようまとめておく

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、大腿後面の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定

配布資料
1年次のテキスト

授業の
方法 内　　　容

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

これまでの知識を基に、体幹前面の解剖学的特徴を述べられる

各コマに
おける

授業予定
解剖学演習⑤：体幹前面

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

本授業で学習した内容について発表できる

各コマに
おける

授業予定
学習内容の報告

各コマに
おける

授業予定
鍼灸臨床の実際について

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸施術の具体的方法について知り、述べられる

各コマに
おける

授業予定
鍼灸臨床の実際について

演
習
実
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

鍼灸施術が行われている環境について知り、述べられる

各コマに
おける

授業予定
鍼灸臨床の現場について


